
令和７年度 各数値の分析や解析について 

 

 直近５年以内において、入学した者が標準履修年限内で全員修了できたのは１年のみ

で、標準修業年限を超えて在籍している者の数が微小ながら存在するようになった。多く

の者は修了に必要となる単位の取得はできているが、学位論文審査で不合格または学位論

文審査の受審まで至らなかったことによる留年である。 

昨年に引き続き、大学院生が学位論文の執筆について指導教員等へ相談しやすい体制を

整備し、よりきめ細やかな指導が行えるような仕組みの導入を検討していきたい。 

なお、上記の修了率には、長期履修制度を利用し標準履修年限を超えて在籍する学生に

ついては考慮されていない点に留意されたい。 


